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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　首部の先端にヘッド部が設けられ、該ヘッド部の植毛面に形成された複数の植毛穴に毛
束が植設された歯ブラシにおいて、
　前記植毛面には、前記ヘッド部の長さ方向に並設された複数の中央毛束からなる中央毛
束群と、前記ヘッド部の幅方向両側に位置して前記中央毛束群の両側に位置する外側毛束
群とが備えられ、前記中央毛束群と前記外側毛束群を構成するいずれの用毛も毛の高さが
８．５ｍｍ以下であり、
　前記外側毛束群の毛束はテーパー毛であり、３０００本／ｃｍ２以上の高密度植毛であ
って、前記ヘッド部の幅方向両側の各外側毛束群の幅が、前記ヘッド部の横幅に対し２０
％以上、３０％以下であり、
　前記中央毛束群の植毛密度が４００本／ｃｍ２以上、１０００本／ｃｍ２以下であるこ
とを特徴とする歯ブラシ。
【請求項２】
　前記中央毛束群の用毛の総植毛本数と前記テーパー毛の総植毛本数の比が０．０５以上
、０．２５以下であることを特徴とする請求項１に記載の歯ブラシ。
【請求項３】
　前記中央毛束群の高さが前記外側毛束群の高さより一段低くされたことを特徴とする請
求項１または請求項２に記載の歯ブラシ。
【請求項４】
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　前記中央毛束群の用毛は異形断面用毛であることを特徴とする請求項１～請求項３のい
ずれか一項に記載の歯ブラシ。
【請求項５】
　前記中央毛束群の毛先毛切り形状は波形であることを特徴とする請求項１～請求項４の
いずれか一項に記載の歯ブラシ。
【請求項６】
　前記外側植毛領域の毛束は１つの植毛穴において外側が内側よりも短く、その毛丈差が
０．５～１．５ｍｍであることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の歯ブラ
シ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の歯ブラシをハンドル部の先端側に備えたことを特
徴とする電動歯ブラシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯ブラシおよび該歯ブラシを備えた電動歯ブラシに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、外出先で歯みがきをする人が増えており、ポケットドルツ（パナソニック株式会
社商品名）に代表されるようなキャップ付きでかつ径の小さい携帯用（電動）歯ブラシの
発売が目立っている。この場合、刷毛を含めたヘッド部高さ、幅ともにキャップ内に収め
る必要があるため、ヘッド部の薄肉化や毛丈の短縮が必須となる。ヘッド部の薄肉化はこ
れまでにも検討されてきているが（クリニカアドバンテージハブラシ（ライオン株式会社
商品名）等）、毛の高さについては十分に検討されていない。毛の高さを単純に低くする
と、毛の硬さが強くなり、細部の清掃困難、使用感低下、歯茎を傷めてしまうため、携帯
用歯ブラシにおいては、こどもハブラシ（ライオン株式会社商品名）に代表されるような
最も基本的な歯ブラシの毛束の配列にせざるを得ないのが現状である。
【０００３】
　歯磨きの際、汚れを効率的に落とすためには大きな径の泡よりキメの細かい泡のほうが
望ましいが、一般的な植毛部仕様（配列、用毛の種類含む）ではキメ細かい泡の生成は難
しい。
　歯磨剤の泡立ち性を向上させる技術としては、植毛密度９００～３０００本／ｃｍ２の
高密度植毛領域を設けること（特許文献１参照）や毛束の本数を減らし、さらにプロファ
イルを最適化するといった技術（特許文献２参照）が知られている。
　しかし、いずれの従来技術も泡のキメの細かさを十分に達成できるものではないし、毛
の高さを低くした場合、毛先の動きが制限され、起泡に必要な空気の取り込みが不十分に
なり易く、問題があった。
　また、美しい歯を保つことは対人関係上重要であり、外出先であってもステイン除去効
果の高い歯ブラシが求められる。ステイン除去効果の向上のためには、強い毛腰が必要と
なるが、一般的な歯ブラシで強い毛腰を達成できる刷毛で毛の高さを低くすると、毛先の
撓りが不十分となる。毛先の撓りを確保するために、植毛穴配列を疎にすること（穴間を
大きくとること）も考えられるが、その場合植毛本数が減少してしまい、ステイン除去力
が発揮できない問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－０４２７７６号公報
【特許文献２】特開２００３－２５０６３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　本発明は前記課題を解決するためになされたもので、毛の高さ８．５ｍｍ以下において
もキメ細かい泡立ちと、外観の良さ、刷掃実感、さらにステイン除去に優れる歯ブラシを
提供することを目的とする。
　また、本発明は上述の特徴を有する歯ブラシをハンドル部に備えた電動歯ブラシの提供
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の構成を採用した。
　本発明の歯ブラシは、首部の先端にヘッド部が設けられ、該ヘッド部の植毛面に形成さ
れた複数の植毛穴に毛束が植設された歯ブラシにおいて、前記植毛面には、前記ヘッド部
の長さ方向に並設された複数の中央毛束からなる中央毛束群と、前記ヘッド部の幅方向両
側に位置して前記中央毛束群の両側に位置する外側毛束群とが備えられ、前記中央毛束群
と前記外側毛束群を構成するいずれの用毛も毛の高さが８．５ｍｍ以下であり、前記外側
毛束群の用毛はテーパー毛であり、３０００本／ｃｍ２以上の高密度植毛であって、前記
ヘッド部の幅方向両側の各外側毛束群の幅が、前記ヘッド部の横幅に対し２０％以上、３
０％以下であり、前記中央毛束群の植毛密度が４００本／ｃｍ２以上、１０００本／ｃｍ
２以下であることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の歯ブラシにおいて、前記中央毛束群の用毛の総植毛本数と前記テーパー毛の総
植毛本数の比が０．０５以上０．２５以下であることが好ましい。
　本発明の歯ブラシにおいて、前記中央毛束群の高さが前記外側毛束群の高さより一段低
くされたことが好ましい。
【０００８】
　本発明の歯ブラシにおいて、前記中央毛束は異形断面用毛を用いることができる。
　本発明の歯ブラシにおいて、前記中央毛束群の毛先毛切り形状は波形にすることができ
る。
　本発明の歯ブラシにおいて、前記外側植毛領域の毛束は１つの植毛穴において外側が内
側よりも短く、その毛丈差を０．５～１．５ｍｍにすることができる。
　本発明の電動歯ブラシは、先のいずれかに記載の歯ブラシをハンドル部の先端側に備え
たことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、中央毛束群と外側毛束群のいずれの用毛も毛の高さを８．５ｍｍ以下
として一般的な歯ブラシよりも短くした携帯用に好適な歯ブラシであって、外側毛束群を
テーパー毛として、３０００本／ｃｍ２以上の高密度植毛とすることにより、毛丈を短く
した中で歯磨剤の泡立ちをキメ細かい泡立ちとすることができる歯ブラシを提供できる。
　更に、テーパー毛からなり、ヘッド部の幅方向両側に位置する各外側毛束群の幅をヘッ
ド部の横幅に対し２０～３０％とすることにより、外側毛束群としての必要幅を確保して
当たり心地の良い歯ブラシとすることができ、外側毛束群の幅を大きくし過ぎないように
してテーパー毛の動きをスムーズにして毛の動きやすさに優れた歯ブラシを提供すること
ができる。
　また、中央毛束群の植毛密度を４００本／ｃｍ２以上、１０００本/ｃｍ２以下にする
ことにより、毛丈を短くした中で十分なステイン除去力を備えた歯ブラシを提供できる。
【００１０】
　本発明の歯ブラシにおいて、中央毛束群の高さを外側毛束群の高さより一段低くするこ
とにより、当り心地を良くすることができる。
　本発明の歯ブラシにおいて、中央毛束群の用毛を異形断面形状とすることでステイン除
去力を高くすることができる。
　本発明の歯ブラシにおいて、外側植毛領域の毛束は１つの植毛穴において外側が内側よ
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りも短く、その毛丈差を０．５～１．５ｍｍにすることにより、毛先の動きやすさがさら
に向上し、歯頸部への進入性を高める効果がある。
　本発明の歯ブラシは、電動歯ブラシ用として好適であり、ハンドル部の先端に先の歯ブ
ラシを備えることで、携帯に好適な電動歯ブラシとして毛丈を短くした中で歯磨剤の泡立
ちをキメ細かい泡立ちとし、泡立ち性の良好な電動歯ブラシを提供できる。また、電動歯
ブラシとして歯ブラシ部分にキャップを装着できる構造とした場合、毛丈を短くしてキャ
ップを装着した状態で携帯性の良好な電動歯ブラシを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に係る第１実施形態の歯ブラシを示す斜視図。
【図２】同歯ブラシの平面図。
【図３】同歯ブラシにおける中央毛束群の毛切り形状の一例を示す側面図。
【図４】同歯ブラシの外側毛束群に設けられるテーパー毛の一例を示す側面図。
【図５】同歯ブラシの中央毛束群に設けられる用毛の一例を示す斜視図。
【図６】同歯ブラシを備えた電動歯ブラシの一例構成を示す側面図。
【図７】実施例で用いた歯ブラシの一例を示す平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の第１実施形態について図面を参照しつつ詳細に説明する。
　図１および図２に、本実施形態の歯ブラシを示す。本実施形態の歯ブラシ１は、首部２
の先端側に幅狭の板状のヘッド部３を備えている。
　ヘッド部３は、首部２の軸線Ｌに沿って延在する略長方形板状であり、その一面側の植
毛面３Ａにヘッド部の長さ方向（軸先Ｌと平行な方向）に沿って複数の植毛穴５、６が形
成され、これらの植毛穴５、６に用毛が植設され、毛束群７、８が形成されている。
【００１３】
　ヘッド部３は一例として長さ１５ｍｍ以上、２０ｍｍ以下程度、厚さ２．０ｍｍ以上、
４．０ｍｍ以下程度の大きさに形成できる。
　首部２とヘッド部３を構成する材料は、歯ブラシ１に求められる剛性や機械特性等を勘
案して選択され、例えば曲げ弾性率（ＪＩＳ　Ｋ７２０３）が５００ＭＰａ以上３０００
ＭＰａ以下である高硬度樹脂とされている。このような高硬度樹脂としては、例えば、ポ
リプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリシクロへキシレン
ジメチレンテレフタレート（ＰＣＴ）、ポリスチレン（ＰＳ）、アクリロニトリル・ブタ
ジエン・スチレン樹脂（ＡＢＳ）、セルロースプロピオネート（ＣＰ）、ポリアリレート
、ポリカーボネート、アクリロニトリル・スチレン共重合樹脂（ＡＳ）、ポリアセタール
（ＰＯＭ）等が挙げられる。これらの樹脂は、一種単独であってもよく、二種以上を適宜
組み合わせて用いられていてもよい。
【００１４】
　本実施形態のヘッド部３において、その幅方向両側（ヘッド部３の両側の長辺に近い位
置）に所定の間隔でヘッド部３の長さ方向に沿うように複数（図１の例では５個）の外側
植毛穴５が形成されている。これらの外側植毛穴５には、平線などを用いた植毛手段によ
りテーパー毛１０が植毛され、各外側植毛穴５にテーパー毛１０の集合体からなる外側毛
束１１が形成され、５つの外側毛束１１によりヘッド部３の幅方向両側にそれぞれ外側毛
束群７が構成されている。
　外側植毛穴５の直径は、ヘッド部３の横幅に対し、２０％以上、３０％以下の範囲が好
ましく、２５％以上、２８％以下の範囲であることがより好ましい。
　換言すると、本実施形態の歯ブラシ１において、各外側毛束１１の幅が、ヘッド部３の
横幅に対し２０％以上、３０％以下の範囲であることが好ましい。これは、テーパー毛１
０の集合体である外側毛束１１が４．５ｍｍ以上、８．５ｍｍ以下であり一般的な歯ブラ
シよりも短い毛丈であることに起因し、歯茎への当たり心地を優しくするとともに、歯頸
の刷掃感、歯磨剤のキメの細かい泡立ち等を確保するために必要な範囲である。
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【００１５】
　外側植毛穴５の直径がヘッド部３の横幅に対し２０％未満では、歯茎への辺り心地が悪
い。外側植毛穴５の直径が３０％を超えて大きすぎると外側植毛穴５に植設されるテーパ
ー毛１０の毛の動きが悪くなる。
　テーパー毛１０の一例を図４に示すが、略円柱状であって、基部１０ａからその先端部
１０ｂに向かってその径が順次小さくなる形状とされている。本実施形態においては、各
植毛穴５の開口部から突出されているテーパー毛１０の長さ（毛丈）は略同一長さとされ
ている。
【００１６】
　ヘッド部３において、外側毛束１１、１１の間の領域、即ち、ヘッド部３の幅方向中央
側には、ヘッド部３の長さ方向に所定の間隔をあけて中央植毛穴６が複数列(図１の例で
は３列)形成されている。これらの中央植毛穴６には、平線などを用いた植毛手段により
星形断面形状等の異形断面のストレート毛からなる用毛１２が植毛され、各中央植毛穴６
に用毛１２の集合体からなる中央毛束１３が形成されている。ストレート毛とは、先端の
丸め部分以外はその断面形状がほぼ同一の用毛であり、図５に星形断面のストレート毛か
らなる用毛１２の一例を示した。本実施形態では、ヘッド部３の幅方向中央側に整列形成
されている中央毛束１３により中央毛束群８が構成されている。
　用毛１２の断面形状は、星形、三つ葉のクローバー型、四葉のクローバー型などの異形
断面形状が望ましいが、これらの断面形状に限るものではなく、円形、楕円形、多角形（
例えば、三角形、四角形、五角形、六角形等）などの断面形状でも差し支えない。
【００１７】
　テーパー毛１０あるいは用毛１２の構成材料として、例えば、ポリアミド（例：６－１
２ナイロン、６－１０ナイロン）、ポリエステル（例：ポリエチレンテレフタレート、ポ
リブチレンテレフタレート、ポリトリメチレンテレフタレート）、ポリオレフィン（例：
ポリプロピレン）、エラストマー（例：オレフィン系、スチレン系）などの合成樹脂材料
が挙げられる。これらの合成樹脂材料は、１種単独で又は２種以上を組み合わせて用いて
もよい。また、テーパー毛１０あるいは用毛１２は、芯部と該芯部の外側に設けられた少
なくとも１層以上の鞘部とを有する多重芯構造であってもよい。
【００１８】
　テーパー毛１０の太さは、特に限定されないが、歯茎への当たり心地をより良好にする
点では、細いことが好ましい。例えば、３mil以上、５mil（１mil＝１／１０００ｉｎｃ
ｈ＝０．０２５ｍｍ）以下の範囲が好ましい。３mil未満のテーパー毛では毛の密集度が
高すぎてテーパー毛が動き難くなる。５milを超える太さのテーパー毛では、後述する高
密度植毛を実現できない。テーパー毛１０の太さが３～５milの範囲であれば、歯茎への
当たり心地をより良好にすると共に、一つの外側植毛穴５に植毛できる本数を多くするこ
とができ、容易に高密度植毛とすることができる。
　毛束を構成する用毛は、全てが同じ太さであってもよいし、２種以上の異なる太さの用
毛が組み合わされてもよい。
　用毛１２の太さは、特に限定されないが、ステイン除去と歯茎への当たり心地を良好に
する点から、太さ７mil以上、９mil以下の範囲であることが好ましい。上述の樹脂材料か
らなる太さにおいて７～９milの範囲であるならば、ステイン除去に有効な毛腰強度の用
毛１２が得られる。
【００１９】
　テーパー毛１０の毛丈（植毛穴５の開口部からの突出長さ）は、携帯性を考慮し、４．
５ｍｍ以上、８．５ｍｍ以下の範囲、より好ましくは、５．０ｍｍ以上、７．５ｍｍ以下
の範囲に形成される。テーパー毛１０の毛丈の一例として６．０ｍｍを採用できる。
　用毛１２の毛丈は、テーパー毛１０と同等あるいはテーパー毛１０よりも若干短い毛丈
とすることができる。用毛１２をテーパー毛１０より短くする場合、８．５ｍｍ以下、４
．５ｍｍ以上の範囲でテーパー毛１０より短い値を選択できる。
　テーパー毛１０と用毛１２において毛丈が４．５ｍｍを下回るようであると、毛の動き
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と当たり心地が悪くなるので、上述の範囲を選択することが望ましい。また、毛丈が４．
５ｍｍ未満では、ヘッド部３の厚みとのバランスが悪く、外観が良好ではない。
【００２０】
　テーパー毛１０の毛束は１つの植毛穴において外側が内側よりも短く、その毛丈差を０
．５～１．５ｍｍにすることにより、毛先の動きやすさ、頸部への進入性が向上する。
【００２１】
　テーパー毛１０の植毛密度（外側毛束１１の植毛密度）は、歯磨剤のキメ細かい泡立ち
を得るために、３０００本／ｃｍ２以上の高密度植毛とする必要があり、３５００本／ｃ
ｍ２以上の高密度植毛であることが好ましい。また、テーパー毛１０の植毛密度の上限は
、１２０００本／ｃｍ２とすることが好ましい。植毛密度を高くし過ぎると、テーパー毛
１０が動き難くなり、歯頸部に対する進入性など、テーパー毛本来の特徴が損なわれるお
それがある。植毛密度が３０００本／ｃｍ２未満では、きめの細かい泡が立ちにくくなる
。
　また、中央毛束群８の植毛密度を４００本／ｃｍ２以上、１０００本／ｃｍ２以下とす
ることが好ましい。中央毛束群８の植毛密度を４００本／ｃｍ２未満ではステイン除去力
が不足し、１０００本／ｃｍ２を超える植毛密度では、当り心地が悪くなる。
　中央毛束群８の植毛密度を７００本／ｃｍ２以上、１０００本／ｃｍ２以下とすること
がより好ましい。
　植毛密度の計算は、中央植毛密度＝中央総植毛本数／中央植毛領域の面積、外側植毛密
度＝外側総植毛本数／外側植毛領域の面積、の２式から計算される。
【００２２】
　本実施形態の歯ブラシ１において、中央毛束群８の用毛１２の総植毛本数と外側毛束群
７のテーパー毛１０の総植毛本数の比が０．０５以上、０．２５以下であることが好まし
い。植毛本数比＝内側総植毛本数／外側総植毛本数の関係となる。
　この関係を満足することで、歯茎への当たり心地の良さとステイン除去力を得ることが
できる。当たり心地のより良い範囲として、総植毛本数の比において、０．０５以上、０
．１５以下、ステイン除去力のより良い範囲として、総植毛本数の比において、０．０９
以上、０．２０以下範囲を選択することが好ましい。
　本実施形態の歯ブラシ１において、中央毛束群８の植毛面積と外側毛束群７の植毛面積
比は、０．９以下の範囲を選択することが好ましい。ステイン除去性を確保する観点から
０．５０～０．９０の範囲が好ましく、０．７０～０．９０の範囲がより好ましい。植毛
面積比が０．５未満では十分なステイン除去性が得られず、０．９０を超えると当たり心
地が悪くなる。
　中央毛束１３を構成する用毛８の毛切り形状について、図３に示すように三角波型とす
ることが好ましい。用毛８の先端の毛切り形状を三角波型とすることにより、ステイン除
去効果を更に高めることができる。
【００２３】
　テーパー毛１０、用毛１２の植毛方法としては、植毛穴に平線を打ち込む方法、熱溶着
する方法など公知の方法を適用できる。
　平線を打ち込む方法では、用毛を複数本束ねて二つ折りにし、その間に平線と呼ばれる
抜止め具を挟んで植毛穴に打ち込むことによって、毛束を各植毛穴に植毛する。
　平線は、植毛穴の中心部を通り、且つ、植毛穴を跨ぐように植毛穴に打設される。平線
の材質としては、例えば、真鍮やステンレスなどの金属を挙げることができ、その他にも
硬質プラスチックや生分解性プラスチックなどを挙げることができる。
　平線の長さや幅、厚みは、毛束や植毛穴に合わせて任意に調整すればよいが、通常、平
線の長さは植毛穴の直径よりも大きく、平線の幅は植毛穴の深さよりも小さくされる。ま
た、平線の厚みを調節することによって、毛束を植毛穴内に確実に固定して空隙を少なく
することができる。また、平線は、植毛穴からの抜けを防ぐため、植毛穴の両側からはみ
出した部分の長さの合計が０．３～０．６ｍｍであることが好ましい。
【００２４】
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　なお、図１に示す歯ブラシ１は、歯ブラシの概要を示すモデル的な斜視図であり、外側
毛束１１を構成するテーパー毛１０、中央毛束１２を構成する用毛１２を全て完全同一長
さとして描いているが、平線を用いた植毛方法などによれば、植毛後テーパー毛１０どう
し、用毛１２どうしが完全に均一毛丈になるわけではなく、若干長さが不揃いとなっても
良いのは勿論である。また、植毛後、テーパー毛１０、用毛１２ともに植毛面３Ａに対し
完全に垂直になるわけではなく、若干植毛穴５、６から若干外側に広がるように植毛され
るので、そのような形状になっていても良いのは勿論である。
【００２５】
　図１に示す構成の歯ブラシ１であるならば、中央毛束群８と外側毛束群７のいずれの用
毛も毛の高さを８．５ｍｍ以下として一般的な歯ブラシよりも短くした携帯用に好適な歯
ブラシ１であって、外側毛束群７をテーパー毛１０から構成して、３０００本／ｃｍ２以
上の高密度植毛することにより、歯磨剤の泡立ちをきめ細かい泡立ちとすることができる
。
　更に、テーパー毛１０からなり、ヘッド部３の幅方向両側に位置する各外側毛束群７の
幅をヘッド部３の横幅に対し２０～３０％の範囲とすることにより、外側毛束群７として
の必要幅を確保して当たり心地の良い
歯ブラシ１とすることができ、テーパー毛１０の動きをスムーズにすることができる。
【００２６】
　本発明の歯ブラシにおいて、中央毛束群８における用毛１２の総植毛本数と外側毛束群
７のテーパー毛１０の総植毛本数の比を０．０５以上、０．２５以下とすることにより、
中央毛束群８の用毛１２の数を確保し、ステイン除去に有効な歯ブラシを提供できる。
【００２７】
　本実施形態の歯ブラシ１は、電気的な駆動により振動する電動歯ブラシに適用してもよ
い。例えば、ライオン（株）社製のデンターシステマ 音波アシストブラシのブラシ部分
に実施例１～７の歯ブラシを用い、電気的な駆動により振動させながら用いた場合、泡立
ちがより速くなると共に泡径がより小さくなり、泡立ち性がより向上する。さらに、ステ
イン除去効果も向上する。
【００２８】
　電動歯ブラシ２０としては、一例として図６に示すように筒型のハンドル部２１の内部
に、電池２５と、各部の駆動を制御する制御回路（図示略）とが水密に内蔵され、ハンド
ル部２１の先端側の内部に、超音波振動や音波振動などの振動を発生させる振動子２７が
内蔵され、ハンドル部２１の後端開口部側に電池出入用のキャップ２８を備え、ハンドル
部２１の一部に操作ボタンを設けたものが一例として挙げられる。また、携帯性を考慮し
、図６に示す筒型のキャップ３０をハンドル部２１の先端側に着脱自在に装着できる構成
であることが好ましい。
　電池２５は、一次電池（例えば、単３又は単４の乾電池）であってもよいし、二次電池
（例えば、ニッケルカドミウム電池、ニッケル水素電池、リチウムイオン電池）であって
もよい。
　制御回路は、電池２５と接続されて、ハンドル部２１に設けられた操作ボタンを使用者
が操作した際に、その操作に応じた制御信号を生成し、この制御信号に基づいて後述する
振動子への電力供給、並びに振動子の駆動を制御するものである。
　振動子２７は、配線を介して上記ハンドル部２１内の制御回路と電気的に接続され、電
力が供給された際に振動するものである。
【００２９】
　なお、電動歯ブラシ２０は、上記制御回路を備えていなくてもよく、例えば、操作ボタ
ンを使用者が操作した際に、電池から振動子へと電力を直接供給し、振動子が駆動するよ
うになってもよい。
　ハンドル部２１の先端側には先窄まり状の連結部２１ａが形成され、この連結部２１ａ
の先端部に歯ブラシ１の首部２の基端２ｂに連結するための金属製の接続ピン２１ｂが形
成されている。前記基端２ｂの下端面には前記接続ピン２１ｂを挿入するための差込穴が
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部２１に対し着脱自在に装着されている。
【００３０】
　先に説明した歯ブラシ１は、上述のように種々の優れた作用効果を奏する歯ブラシ１で
あるので、図６に示すように電動歯ブラシ２０に適用した場合、携帯用に好適な電動歯ブ
ラシ２０において、外側毛束群７をテーパー毛１０から構成して、３０００本／ｃｍ２以
上の高密度植毛にすることにより、歯磨剤の泡立ちをキメ細かい泡立ちとすることができ
、毛丈を８．５ｍｍ以下と短くした中でテーパー毛１０による歯頸部への進入性に優れた
歯頸部刷掃実感の優れた電動歯ブラシ２０を提供できる。
【００３１】
　更に、テーパー毛１０からなる外側毛束群７の幅をヘッド部３の横幅に対し２０～３０
％とすることにより、外側毛束群７としての必要幅を確保して外観の疎毛感を生じること
がない電動歯ブラシ２０とすることができ、外側毛束群７の幅を大きくし過ぎないように
してテーパー毛１０の動きをスムーズにして歯頸への当たり心地の優しい歯頸清掃性に優
れた電動歯ブラシ２０を提供することができる。特に電動歯ブラシ２０において、振動さ
せながら外側毛束１３を歯頸部に当てた場合、手動による操作時よりも外側毛束１３によ
る刷掃感が強くなるので、電動歯ブラシ２０として用いた場合であっても、テーパー毛１
０の動きがスムーズで歯頸部への当たりを阻害しないので、良好な歯頸部刷掃感を得るこ
とができる。
【００３２】
　また、中央毛束１３を構成する中央植毛穴６を外側植毛穴５よりも小さく形成している
ので、歯頸部への当たり心地の良好さと歯頸部の清掃性向上を両立できる電動歯ブラシ２
０を提供できる。
　更に、中央毛束群８の用毛の総植毛本数と外側毛束群７のテーパー毛１０の総植毛本数
の比を０．０５以上、０．２５以下とすることにより、中央毛束群７の用毛１２の数を確
保し、ステイン除去に有効な電動歯ブラシ２０を提供できる。
　電動歯ブラシ２０において、キャップ３０をハンドル部２１に装着することにより歯ブ
ラシ１を覆い隠すことができ、これにより携帯性に優れた状態にできる。例えば、ハンド
バッグや鞄、ポーチなどに収容した場合に歯ブラシ１が汚れることを防止できる。
　また、携帯性に優れるためにキャップ３０の直径はできるだけ小さいことが望ましい。
例えば、女性が口紅等の化粧品とともにポーチに収容することを想定すると、口紅等の直
径と比べて携帯性を損なわないことを勘案し、キャップ３０の直径はφ１４～φ２０ｍｍ
程度とすることが望ましい。このため、キャップ３０の直径、キャップ３０の周壁の肉厚
、歯ブラシ１のヘッド部３の厚み３ｍｍ程度を考慮すると、テーパー毛１０の毛丈は歯ブ
ラシ１の説明において記載したように４．５ｍｍ以上８．５ｍｍ以下の範囲が望ましい。
　その他、先に説明したように歯ブラシ１を備えたことにより得られる効果を得ることが
できる。
【実施例】
【００３３】
　表１に記載の仕様に従い、図７に示す形状の歯ブラシを試作した。
　試作した歯ブラシにおいて、表1に示す直径の外側植毛穴をヘッド部（長さ１８．９５
ｍｍ、幅８．７ｍｍ、厚み３．５ｍｍ）の両側に等間隔で５個ずつ、隣接する外側植毛穴
間の間隔を３．２０（中心間距離）ｍｍとして、合計１０個の外側植毛穴を形成した。こ
れら外側植毛穴に表１に示す植毛密度でテーパー毛（表１にＳＴと記載）を毛丈６ｍｍと
なるように平線を用いて植毛した。表１に、用毛径、外側植毛領域の面積、外側植毛密度
、毛先毛切り形状（プロファイル）を記載した。
【００３４】
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【表１】

【００３５】
　また、中央植毛穴として表１に示す直径の中央植毛穴をヘッド部の中央側にヘッド部の
長さ方向に、外側の中央植毛穴６個、内側の中央植毛穴５個、外側の中央植毛穴６個、合
計１７個千鳥状に形成した。千鳥状に配置する場合、ヘッド部の長さ方向に配列される隣
接する中央植毛穴間の間隔１．６ｍｍ、ヘッド部の幅方向に配置されている中央植毛穴の
列間隔は０．９ｍｍとした。ヘッド部の幅方向に沿う外側植毛穴の間隔（中心間距離）を
４．９０ｍｍ、ヘッド部先端位置に並ぶ２つの中央植毛穴においてヘッド部先端中央から
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【００３６】
　これら中央植毛穴に表１に示す植毛密度でストレート毛（横断面五葉型：星形）を毛丈
５ｍｍとなるように平線を用いて植毛した。表１に、中央植毛穴の直径、用毛径、中央植
毛領域の面積、中央植毛密度、毛先毛切り形状（プロファイル）を記載した。
【００３７】
　比較例として、表２に示す各仕様に基づき歯ブラシを製作した。実施例の歯ブラシと比
較例の歯ブラシを用い、以下の評価試験を行い、各試験結果を表１と表２に併記した。
＜泡のキメ評価試験＞
　ライオン株式会社製ブラッシングマシーンに各実施例および各比較例の歯ブラシをセッ
トし、さらに刷掃板に１ｇの歯磨剤と２倍量の水をのせ、ブラッシング力＝２００ｇ、６
０回刷掃した。ブラッシング後、泡を回収し、ランダムに２０個の泡の直径を光学顕微鏡
で測定した。泡の直径が小さいほど、キメ細かい泡ができている。
評価基準は以下のとおり。
◎：２０個の泡の平均の直径が０．１２ｍｍ未満のもの
○：２０個の泡の平均の直径が０．１２ｍｍ以上０．１６ｍｍ未満のもの
△：２０個の泡の平均の直径が０．１６ｍｍ以上０．２０ｍｍ未満のもの
×：２０個の泡の平均の直径が０．２０ｍｍ以上のもの
【００３８】
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【表２】

【００３９】
＜毛の動きやすさの評価試験＞
　専門家パネル１０人を用いた官能試験により評価した。歯ブラシの毛の動きやすさを、
以下の基準で評価してもらった。
　４点：歯ブラシの毛が十分に撓り、非常に毛が動いている感じがする。
　３点：歯ブラシの毛が撓り、毛が動いている感じがする。
　２点：歯ブラシの毛が撓り難く、毛の動きを感じにくい。
　１点：歯ブラシの毛が撓らず、毛の動きが感じられない。
　１０名の評価結果を平均し、以下の基準で◎及び○の歯ブラシの毛の動きやすさが確保
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されるものを毛の動きやすさが良好な歯ブラシであると判断した。
　◎：３．５点以上４．０点以下
　○：３．０点以上３．５点未満
　△：２．０点以上３．０点未満
　×：２．０点未満
【００４０】
＜ステイン除去評価試験＞
１．ステイン付着ＨＡＰの作製方法
　ハイドロキシアパタイトペレット（ＨＡＰ）表面（ＨＯＹＡ株式会社製、直径７ｍｍ×
厚さ３．５ｍｍ）をサンドブラストにて処理後、中性洗剤水溶液中、超音波洗浄機で洗浄
した。３０％リン酸水溶液にて表面をエッチング（１０分間）、水洗し、自然乾燥させた
。上記のＨＡＰに対し、０．５％アルブミン水溶液→タンニン抽出液→０．６％クエン酸
鉄（ＩＩＩ）アンモニウム水溶液で１時間ずつ繰り返し浸漬する操作を５０回繰り返し、
常温で１日風乾した後、流水で洗浄し、再び風乾してステイン付着ＨＡＰを作製した。
　なお、タンニン抽出液は、沸騰させたイオン交換水１２００ｍＬ中に、日本茶（銘柄：
老松）５０ｇ、紅茶（ユニリーバ・ジャパン株式会社製、ブリスク ティーバック）５袋
、インスタントコーヒー（商品名 ネスカフェ、ネスレ日本株式会社製）１２ｇを入れ一
晩放置し、日本茶及び紅茶をろ過にて取り除き作製した。作製したステイン付着ＨＡＰの
表面の色を分光式色差計（日本電色工業株式会社製、型式：ＳＥ－２０００）用いて測定
し、その値をＬ１とした。 
【００４１】
２．ステイン除去試験
 １ｇの歯磨剤組成物を２倍量の精製水で希釈し、歯磨分散液を作製した。上記方法で作
製したタンニン鉄ステイン付着ハイドロキシアパタイトペレットを歯磨分散液に浸漬し、
各実施例および各比較例の歯ブラシについて以下の方法で評価した。
　ライオン株式会社製ブラッシングマシーンに各実施例および各比較例の歯ブラシをセッ
トし、ブラッシング力＝２００ｇ、２０回ブラッシング後のＨＡＰのＬａｂ値（Ｌ２）を
測定した。下記式に基づきステイン除去量を算出した。
タンニン鉄ステイン除去量＝Ｌ２－Ｌ１
ステイン除去量から下記の基準に従いステイン除去効果を評価した。
ステイン除去効果の評価基準
◎：ステイン除去量１２以上
○：ステイン除去量９以上１２未満
△：ステイン除去量６以上９未満
×：ステイン除去量６未満
【００４２】
＜当り心地の評価試験＞
　専門家パネル１０人を用いた官能試験により評価した。歯ブラシの歯茎への当り心地を
、以下の基準で評価してもらった。
　４点：歯茎の痛みがなく、当り心地が非常によい。
　３点：歯茎の痛みがなく、当り心地がよい。
　２点：歯茎に、弱い痛みを感じる。
　１点：歯茎に強い痛みを感じる。
　１０名の評価結果を平均し、以下の基準で◎及び○の当り心地が確保されるものを当り
心地が良好な歯ブラシであると判断した。
　◎：３．５点以上４．０点以下
　○：３．０点以上３．５点未満
　△：２．０点以上３．０点未満
　×：２．０点未満
【００４３】
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　◎：全て◎。
　○：○が一番低い評価。
　△：△が一番低い評価。
　×：×が１つでもある場合。
【００４４】
　表１に示す結果から、ヘッド部の長さ方向に並設された複数の用毛からなる中央毛束群
と、テーパー毛からなる外側毛束群とが備えられた歯ブラシにおいて、中央毛束群と外側
毛束群を構成するいずれの用毛も毛の高さ（毛丈）が８．５ｍｍ以下である場合、テーパ
ー毛が３０００本／ｃｍ２以上の高密度植毛であって、外側毛束群の幅が、ヘッド部の横
幅に対し２０～３０％であり、中央毛束群の植毛密度が４００本／ｃｍ２以上、１０００
本／ｃｍ２以下とされた歯ブラシでは、以下の特徴を有する。即ち、歯磨剤のきめ細かい
泡立ち性、毛先の動きやすさに優れ、ヘッド部の両側に設けたテーパー毛が必要十分な割
合で存在するので、外側毛束群に疎毛感が無く、外観に優れ、中央毛束群の存在によりス
テイン除去性に優れた歯ブラシを提供できる。
【００４５】
　これらに対し、比較例１の歯ブラシは、テーパー毛の外側植毛密度が３０００本／ｃｍ
２を下回る２４９６本／ｃｍ２であるので、きめ細かい泡立ちの面で不足がある。
【００４６】
　比較例２の歯ブラシは、外側植毛穴の直径が小さく、ヘッド部の横幅に対し１つの外側
毛束群の割合が２０％を下回る１８．４％の歯ブラシであるが、外側毛束群の幅が小さい
ので疎毛感につながり、外観の良さの面で劣った。即ち、テーパー毛の外側植毛密度が３
０００本／ｃｍ２を超えても、外側毛束群の幅が小さいので歯ブラシ全体を見た場合の疎
毛感につながる。
　比較例３の歯ブラシは、外側植毛穴の直径をヘッド部横幅に対し３４．５％と大きくし
た例であるが、ヘッド部の横幅に対して一つの外側毛束群の幅が大きくなりすぎ、テーパ
ー毛の動き易さに制限が生じた。また、中央植毛密度が小さく、ステイン除去力が不足し
た。
【００４７】
　比較例４の歯ブラシは、中央毛束の用毛および外側毛束のテーパー毛ともに毛丈を４．
０ｍｍと短くした試料である。毛丈が短すぎる場合、ヘッド部の横幅に対する外側毛束の
幅が望ましい値であって、植毛本数比が望ましい値であったとしても、毛の動きやすさは
失われ、外観の良さも損なわれ、当たり心地も悪くなる。
　比較例５の歯ブラシは、中央植毛密度が１０００本／ｃｍ２を超えて大きすぎる例であ
るが、毛の動きやすさが損なわれ、ステイン除去力も不足した。
【符号の説明】
【００４８】
　１…歯ブラシ、２…首部、３…ヘッド部、３Ａ…植毛面、５…外側植毛穴、６…中央植
毛穴、７…外側毛束群、８…中央毛束群、１０…テーパー毛、１１…外側毛束、１２…用
毛、１３…中央毛束、２０…電動歯ブラシ、３０…キャップ。
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